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訃
報(

令
和
４
年
10
月
31
日
現
在
）

　

例
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
香

川
公
民
館
ま
つ
り
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
今
年
は
来
年
３
月
に
延
期
と
な
っ
た

た
め
、
五
つ
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
が
集
い

ミ
ニ
音
楽
祭
と
し

て
、10
月
９
日
（
土
）

講
義
室
に
観
客
を

招
い
て
演
奏
を
行

い
ま
し
た
。

　

長
く
発
表
の
機

会
が
奪
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

中
村　

雅
子
様　
　

73
歳　

９
月
9
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

　　

11
組

藤
原　

政
美
様　
　

86
歳　

９
月
14
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

10
・
１
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
茅
ヶ
崎
市
博
物
館
の
前
身

　

昭
和
46
年
、
高
度
経
済
成
長
期
の
ま

っ
只
中
、
都
市
化
す
る
中
で
茅
ヶ
崎
の

く
ら
し
の
記
憶
を
伝
え
る
モ
ノ
や
、
情

報
を
収
集
し
保
存
す
る
た
め
に
、
茅
ヶ

　

９
月
24
日
か
ら
１
日
延
期
さ
れ
た

「
第
15
回
小
出
川
彼
岸
花
ま
つ
り
」
は
、

気
持
ち
の
良
い
秋
空
の
も
と
、
見
事
な

彼
岸
花
に
囲
ま
れ
、
大
勢
の
方
が
散
策

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
出
川
は
、
川
と
い
う
よ
り
小
川
と

い
う
く
ら
い
の
川
幅
で
、
茅
ヶ
崎
市
の

最
北
部
で
藤
沢
市
と
の
市
境
に
沿
っ
て

緩
や
か
な
曲
線
を
描
い
て
流
れ
、
大
黒

橋
か
ら
追
出
橋
ま
で
の
約
３
km
ほ
ど
の

区
間
で
彼
岸
花
が
帯
の
よ
う
に
優
美
に

ひ
ろ
が
り
ま
す
、。　
　
　

（
き
ょ
ろ
）

小
出
川

「彼
岸
花
散
策
」

茅
ヶ
崎
市
博
物
館

オ
ー
プ
ン
か
ら
２
ヶ
月
で
来
館
者
一
万
人
超

オ
ー
プ
ン
か
ら
２
ヶ
月
で
来
館
者
一
万
人
超

本
年
７
月
30
日
・
開
館

10
月
９
日

ミ
ニ
音
楽
祭
・
開
催

ミ
ニ
音
楽
祭
・
開
催

香
川
公
民
館

あ

す

香

会

あ

す

香

会

俳
句
あ
れ
こ
れ

俳
句
あ
れ
こ
れ

炊
き
あ
が
る
新
米
の
湯
気
一
人
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硲
百
合
子

と
う
ろ
う

蟷
螂
の
前
肢
小
さ
き
ク
レ
ー
ン
か
な

　（
蟷
螂
・
か
ま
き
り
）　
山
嵜
喜
代
治

夜
の
土
手
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
虫
の
声

　
あ
の
虫
こ
の
虫
何
ん
の
虫
我
ら
土
手

の
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
黒
啓
子

廃
線
路
か
く
し
て
揺
る
る
女
郎
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
野
和
代

溜
め
置
き
し
言
葉
を
贈
る
聖
夜
か
な

　
一
年
の
感
謝
を
込
め
て
贈
る
言
葉
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
林
游
々
子

盆
踊
り
鼻
緒
も
映
え
る
白
い
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
持
　
隆

コ
ロ
コ
ロ
と
風
と
コ
ー
ラ
ス
ち
ち
ろ
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
雄
一
郎

　
あ
す

か香
会
（
俳
句
あ
れ
こ
れ
）
で
は

皆
様
の
詠
ま
れ
た
句
を
募
集
中
で
す
。

鋭
意
ご
投
句
下
さ
い
。

あ
す
香
会
　
投
句
あ
て
先

山
嵜
喜
代
治
　
〒
２
５
３-

０
０
８
２

　
　
　
茅
ヶ
崎
市
香
川
４-

47-

23
　

　
　
　
Tel
＆
Fax
　（
57
）
６
０
５
７

　
郵
便
ま
た
は
Fax
に
て
受
付

ニ
ュ
ー
ス
聞
き
地
球
儀
回
す
秋
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ゑ
こ

妣
の
こ
と
姉
と
語
ら
ふ
葛
湯
か
な

 

は
は妣

（
亡
母
）
の
思
い
出
に
花
咲
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
み
ど
り

潮
騒
の
聞
こ
ゆ
る
街
や
帰
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
村
京
子

衣
被
絆
は
ふ
か
き

お
や
こ

父
子 

た
か鷹

　

　
勝
小
吉
・
鱗
太
郎
親
子
の
互
い
を
慈

し
む
愛
（
子
母
澤
寛
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
貝
介
司

崎
市
文
化
資
料
館
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
新
設
の
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
は
、

こ
れ
迄
に
収
集
さ
れ
た
約
７
万
点
の
資

料
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
茅
ヶ
崎
市
博
物
館
の
活
動
テ
ー
マ

　

「
大
地
と
人
の
物
語
」。
茅
ヶ
崎
の
多

様
な
地
形
の
紹
介
と
、
人
々
が
そ
の
地

で
紡
い
で
き
た
く
ら
し
や
物
語
を
伝
え

て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
展
示
室
で
は
、
月
に
四
回
、
学

芸
員
に
よ
る
解
説
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

場
所 

茅
ヶ
崎
市

堤
３
７
８
６-

１

休
館
日 

月
曜
日

（
休
日
の
場
合
は

そ
の
翌
平
日
）

冬
季
休
館

　
　　

12
／
27
～
1
／
4

開
館
時
間 

午
前

９
時
～
午
後
７
時

観
覧
料 
無
料

駐
車
場　

今
年
12

月
完
成
予
定

　

信
号
の
な
い
横
断
歩
道
で
は
、
手
を

上
げ
る
―
―
。
正
式
な
交
通
マ
ナ
ー
か

ら
一
度
は
消
え
た
渡
り
方
が
、
43
年
ぶ

り
に
復
活
し
ま
し
た
。
道
路
交
通
法
で

は
、
歩
行
者
が
い
れ
ば
車
は
一
時
停
止

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
守

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

「
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
」
（
東

京
）
の
２
０
１
９
年
度
の
調
査
で
、
歩

行
者
が
正
面
を
見
て
手
を
上
げ
て
い
な

い
時
と
比
べ
、
手
を
上
げ
る
と
、
車
の

減
速
・
停
止
率
が
倍
近
く
ま
で
高
く
な

る
こ
と
が
判
明
。
歩
行
者
の
姿
が
見
え

て
も
止
ま
ら
な
い
理
由
を
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
「
立
っ
て
い
る
だ
け
で
渡
る
と
思

わ
な
か
っ
た
」
と
。
こ
う
し
た
結
果
な

ど
か
ら
、
警
察
庁
は
２
０
２
１
年
４
月

に
教
則
を
改
正
し
「
横
断
す
る
時
は
、

手
を
上
げ
る
な
ど
し
て
運
転
者
に
横
断

す
る
意
思
を
明
確
に
伝
え
る
」
と
明
記

し
ま
し
た
。

　

湘
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会
で

は
、
色
刷
り
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

今年下半期の日程

( 金曜日に実施 )

香川公民館

月

日

10 11 12 1 2 3

 14  27 24 242325

転
倒
に
よ
る
骨
折
を
予
防

転
倒
に
よ
る
骨
折
を
予
防

　

下
期
の
転
倒
予
防
教
室
の
日
程
が
決

ま
り
ま
し
た
。

受
付　

実
施
時
間
の
30
分
前
～

予
約　

不
要　

当
日
に
会
場
へ

時
間　

10
時
～
11
時
30
分

定
員　

35
名

対
象　

市
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

費
用　

１
回
参
加
に
つ
き
、
200
円

服
装　

運
動
し
や
す
い
服
装
、
靴

持
ち
物　

マ
ス
ク
着
用
、
筆
記
用
具
、

水
や
お
茶
な
ど
水
分
補
給
で
き
る
も
の
。

●
参
加
者
が

多
数
の
場
合

抽
選
と
な
り

ま
す
の
で
、

実
施
時
間
の

15
分
前
ま
で

に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
。

　

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ち
が
さ
き
で
、
サ
ザ

ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
楽
曲
と
世
界
最

高
峰
の
花
火
が
シ
ン
ク
ロ
し
、
夜
空
を

彩
る
、
国
内
最
大
級
の
芸
術
花
火
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
「
茅
ヶ
崎
サ
ザ
ン

芸
術
花
火
」
で
す
。

　

２
０
１
８
年
10
月
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
の
デ
ビ
ュ
ー
40
周
年
を
き
っ

か
け
に
初
開
催
し
、
翌
年
の
第
二
回
に

は
初
回
と
合
わ
せ
７
万
人
を
動
員
。

　

今
年
10
月
22
日
、
３
年
ぶ
り
に
復
活

し
、
第
３
回
目
が
開
催
さ
れ
３
万
７
千

人
の
人
出
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。

開催

茅
ヶ
崎
サ
ザ
ン

　
芸
術
花
火
２
０
２
２


